
長崎大学「環境フィールドスクール」との連携

▲ 地域での取り組みについて説明

連携の目的
長崎大学環境科学部の学外授業地
域社会の諸問題に対して地域の従
事者から直接学び感じる
↑
社会貢献と活動普及
後継者育成
鳥獣害等への理解の醸成
捕獲の必要性や命の大切さ

「環境フィールドスクール」対応
平成28年から被害対策
平成29年～
捕獲場所と施設での実習を担当

2021年までにのべ80名程度が参加



現地実習の様子

被害や痕跡の踏査
農家や捕獲従事者へのインタビュー
捕獲現場、止め刺しの見学
解体処理など

座学と現地を併せた実習を実施

▲ 捕獲から止め刺しまでの見学 ▲ 捕獲個体の解体の体験

雑談などをする余裕（開始時）
↓

緊張（止め刺しの場面）
↓

真剣（解体処理の経験）
↓

笑み（終了時、肉を持ち帰り）



長崎大学環境科学部提供

解体の実習をする大学生



学生たちの〈はじめてジビエ〉
―各自で調理に挑戦―

〉



環境フィールドスクール

レポートの提出

▲実習で学んだことを整理

▲調理レポート（レシピ作成）



フィールドスクール受入れ効果

■ 捕獲従事者が高齢化する中、若い世代（学生）にも鳥獣被害
の実態、被害対策や捕獲（狩猟）に対する関心を持ってもら
えた

■ 授業を受けた学生が、これを機会に狩猟免許を取得し若い人
たちの捕獲活動参画につながった
（学生4名、教官1名が取得、他にも希望者多数）

■ 狩猟免許を取得した学生やフィールドスクール参加者から、
授業とは別に相談や助言を求められ、今までなかった交流が
生まれた

■ 逆に学生が考えるレシピ集やレポート、感謝の便りが活動の
大きな励みになった

一緒に捕獲に行ったり、料理を楽しんだり…
その発展の一環として頂プロジェクトに繋がって行く






